
ねこの ちゃわん 

 

骨董品
こっとうひん

：古
ふる

くてとてもいい道
どう

具
ぐ

や美
び

術
じゅつ

品
ひん

 骨董屋
こっとうや

：骨董品
こっとうひん

を売
う

っている人
ひと

 捨
す

て猫
ねこ

：誰
だれ

かが捨
す

てた猫
ねこ

 

町
まち

の骨
こっ

董
とう

屋
や

が 村
むら

 へ骨董品
こっとうひん

を 探
さが

しに 行
い

きました。でも、何
なに

も 見
み

つかりませんでした。骨
こっ

董
とう

屋
や

は バ

スで 町
まち

に 帰
かえ

ることにしました。バスが 来
く

るまでに 1時
じ

間
かん

も あったので、近
ちか

くにあった店
みせ

に 入
はい

りまし

た。そして、その店
みせ

で パンを 食
た

べ、牛 乳
ぎゅうにゅう

を 飲
の

みながら、バスを 待
ま

っていました。 

 店
みせ

は おばあさんが やっていました。店
みせ

の中
なか

には 猫
ねこ

が 1匹
ぴき

いて、茶碗
ちゃわん

に 入
はい

ったごはんを 食
た

べていま

した。その茶碗
ちゃわん

は、500万円
まんえん

くらいする 高
たか

い骨董品
こっとうひん

の 茶碗
ちゃわん

でした。骨董屋
こっとうや

は「おばあさんは あの茶碗
ちゃわん

が 高
たか

い骨董品
こっとうひん

だ ということを 知
し

らないんだ」と 思
おも

いました。そして、「あの茶碗
ちゃわん

がほしい」と思
おも

いま

した。 

 骨董屋
こっとうや

は おばあさんに 「この猫
ねこ

を 1万円
まんえん

で 売
う

ってくれないか。茶碗
ちゃわん

も 一緒
いっしょ

にもらいたい」と 言
い

い

ました。おばあさんは 「いいですよ。その猫
ねこ

は 捨
す

て猫
ねこ

ですから。でも、その茶碗
ちゃわん

は 汚
よご

れているから、

新
あたら

しい プラスチックの茶碗
ちゃわん

を あげます」と言
い

いました。骨董屋
こっとうや

は「いや、この茶碗
ちゃわん

でいいよ」と 言

いました。すると、おばあさんは 「この茶碗
ちゃわん

は とても高
たか

いんです。500万円
まんえん

くらいする 骨董品
こっとうひん

なんで

す」と言
い

いました。 

 骨董屋
こっとうや

は「どうして そんなに 高
たか

い骨董品
こっとうひん

の茶碗
ちゃわん

で、猫
ねこ

に ご飯
はん

を 食
た

べさせているんだ？」と たずね

ました。おばあさんは 「この茶碗
ちゃわん

で 猫
ねこ

に ご飯
はん

を 食
た

べさせていると、ときどき猫
ねこ

が 1万円
まんえん

で売
う

れるん

です」と答
こた

えました。 

 


